
 エントリー期間
８月1日（木）～８月31日（土）

事務費
1億4,770万5千円
（1万3,120円）／2.3％ 
健保組合の運営経費、理事
会・組合会の開催費用

財政調整事業拠出金
8,069万5千円
（7,168円）／1.3％  
調整保険料を原資として健康
保険組合連合会に拠出した額

保健事業費
3億558万4千円
（2万7,144円）／4.9％
各種健診の実施費用など健
康づくりをサポートする事
業にあてられる費用

その他
1,219万5千円
（1,083円）／0.2％
還付金・連合会費・積立金・
雑支出

保険給付費

皆さまやご家族の医療費

法定給付費
28億3,829万5千円
付加給付費
　　 5,533万8千円

納付金

高齢者医療制度等のために
国に拠出する額

前期高齢者納付金
14億8,125万5千円
後期高齢者支援金
13億7,632万4千円
その他      1万9千円

保険料
58億7,721万7千円
（52万2,048円）／81.4％

繰入金

調整保険料
8,078万4千円
（7,176円）／1.1％
高額な医療費が多発した場
合などに交付金を支給する
など、健保組合間の相互扶
助のために健康保険組合
連合会に納める保険料

国庫補助金収入
6,846万9千円
（6,082円）／1.0％

11億2,709万6千円
（10万115円）／15.6％
収入不足を補うために別途
積立金から繰り入れた額

その他
769万9千円
（684円）／0.1％
国庫負担金収入・雑収入

財政調整事業交付金
5,792万4千円
（5,145円）／0.8％ 
交付金支給事業により、健康
保険組合連合会から支給
された交付金

前年度比
4.3％増

前年度比
29.3％増

前年度比
8.8％増

28億5,759万8千円
（25万3,828円）／45.4％

28億9,363万3千円
（25万7,029円）／45.9％

　当健保組合の令和５年度決算は、総収入72億

1,919万円、総支出62億9,741万円となり、収支

差引では9億2,178万円の残金が生じました。しか

し、実質的な財政状況を示す経常収支差引では3億

503万円の赤字となり、５年ぶりに経常赤字決算と

なりました。この赤字の主な要因は、新型コロナの

影響で一時的に抑えられていた医療費が、その反動

で大幅に増加し、主要な支出が急増したためです。

　収入面をみますと、令和5年度は被保険者数の増

加や賃上げの影響を受け、健保組合の主な財源であ

る保険料は58億7,722万円（前年度比2億4,087万

円増）と安定的に推移しました。

　一方、主な支出は、医療費にあてられる保険給

付費が28億9,363万円（前年度比2億3,382万円

増）、高齢者医療への納付金が28億5,760万円（前

年度比6億4,752万円増）となり、いずれも大幅に

増加し、財政に非常に重い負担となりました。

　なお、収入の不足分は別途積立金からの繰入金で

補てんしました。

　令和７年度にはすべての団塊の世代が75歳以上の

後期高齢者となるため（2025年問題）、今後も支

出の増加が予想され、厳しい財政運営が続く見込み

です。

　当健保組合では、今後さらに疾病予防事業を強化

し、皆さまの健康維持をサポートするとともに、医

療費抑制による中長期的な財政安定化を図ってまい

ります。皆さまには、健診や人間ドックなどの保健

事業を積極的にご利用いただき、健康管理に努めて

いただくとともに、医薬品はジェネリックをご選択

いただくなど、医療費の適正化にもご協力をお願い

申し上げます。

健康保険

収 入 総 額 72 億 1,918 万 9 千円 （経常収入 59 億 1,168 万 7 千円）

支 出 総 額 62 億 9,741 万円 （経常支出 62 億 1,671 万 4 千円）

決 算 残 金 9 億 2,177 万 9 千円 （経常収支差引額 ▲3 億 502 万 7 千円）

決算のお知らせ令和 5 年 度
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決算基礎数値 決算の基礎となった数値は次のとおりです。

被保険者数………………………………11,258人
被扶養者数…………………………………5,825人
標準報酬月額…………………………… 365,765円
総標準賞与額 …………………………132億95万円
保険料率（調整保険料率を含む）……………	96／1000

【参考】当健保組合の財政状況

新型コロナの影響で
保険給付費が一時的に減少

新型コロナの受診控えの反動で
保険給付費が急増

  納付金が急激に増加し、
大幅な経常赤字に
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介護保険
　健保組合では、40～64歳の被保険者（介護保険

第2号被保険者）から介護保険料を国に代わって徴

収し、国に納付しております。

　令和5年度は、国に納める介護納付金6億717万

円に対し、介護保険収入5億8,695万円となりまし

た。収入不足が生じたため、準備金からの繰入金で

補てんしました。

科目 決算額（千円） 介護保険第２号被保険者１人当たり額（円）

介護保険収入 586,948 102,131
繰 入 金 　80,000 13,920
雑 収 入 3 1

合　計 666,951 116,052

科目 決算額（千円） 介護保険第２号被保険者１人当たり額（円）

介 護 納 付 金 607,165 105,649
介護保険料還付金 5 1

合　計 607,170 105,650

収入
収入総額

72億1,918万9千円
（64万1,250円）

支出
支出総額

62億9,741万円
（55万9,372円）

（　）内は「被保険者１人当たり額」

％は「総額に対する割合」

■収入

■支出
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